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１．はじめに
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（１）「デザイン経営コンパス」を活用いただく前に

『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック
みんなのデザイン経営』

『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２
未来をひらくデザイン経営×知財』

⚫ 「デザイン経営コンパス」は、以下のハンドブックに示すデザイン経営の考え方
を基に作成した、デザイン経営実践支援ツールです。このツールを使用される前
にハンドブックの一読をおすすめします。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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（２）「デザイン経営コンパス」の構成

⚫ 「デザイン経営コンパス Ver.2」は、「活用ガイド」「ワークシート」「ワーク
ショップ進行スライド」の３つの資料で構成されています。

⚫ デザイン経営コンパスを活用したワークショップを設計する際には、「ワーク
ショップ実施レポート」も参考にしてみましょう。

⚫ いずれの資料も特許庁のウェブサイト（デザイン経営実践支援ツール「デザイン
経営コンパス」）からダウンロードが可能です。

「デザイン経営コンパス Ver.2」 「ワークショップ
実施レポート」「活用ガイド」 「ワークシート」 「進行スライド」

• 基本的な活用方法を紹
介したガイド。

• まずはこの資料をご一
読ください。

• 活用ステップごとの
ワークシート。

• 改変も推奨しています。

• ワークショップ実施者
向けの進行スライドの
ひな形。

• 進行用のセリフ例も掲
載しています。

• ５地域で開催したワー
クショップのレポート。

• ワークショップ設計・
運営の参考にしてくだ
さい。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
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（３）「デザイン経営コンパス Ver.1」からの改良ポイント

⚫ 「デザイン経営コンパス Ver.2」（活用ガイド、ワークシート、ワークショップ進
行スライドの３つの資料で構成）は、2023年7月に公表した「デザイン経営コンパ
ス」を一部改良したものです。

⚫ 主な改良ポイントは以下のとおりです。

改良ポイント ❶

３つの到達目標を想定し、それぞれに標準プログラム（所要

時間60分、120分、240分）を用意しました。
→ 活用ガイド「（４）「デザイン経営コンパス」の活用 ③プログラムと到達目標」

→ 進行スライド（①60分コース、②120分コース、③240分コース）

改良ポイント ❷
デザイン経営の実践に向けた社内の相互理解やアクションの

検討を促すためのシートとワークを追加しました。
→ ワークシート「STEP 1-3 現状把握（分析）」

改良ポイント ❸

デザイン経営への理解をより深められるよう、「デザイン経

営ハンドブック２」等を活用した進行設計を施しました。
→ 進行スライド「③240分コース 2-3 発散のための情報収集」

→ 進行スライド「③240分コース 2-3 実践アイデアの発散」
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２．進行スライドについて
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ワークショップ進行スライドについて

⚫ 本資料は、「デザイン経営コンパス」のワークショップの実施者用に作成した
ワークショップ進行スライドです。

⚫ ワークショップのプログラムの所要時間別に、①６０分、②１２０分、③２４０
分の各コース用のスライドのひな形を用意しています。

⚫ PowerPoint版スライドのノート欄には、進行用のセリフ例も記載しています。

⚫ プログラムの構成や進行スライド、進行用のセリフは、必要に応じて改変してお
使いください。

⚫ ワークシートのファイル形式は２種類です。

ワークショップ進行スライドのファイル形式

ファイル形式 特徴

PowerPoint版 必要に応じた改変（編集・加工）がしやすくなっています。

PDF版 PowerPoint版をPDF化したものです。
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STEP3 活動検討 10分

⚫ ワークショップの標準的なプログラムと到達目標を以下に例示します。

⚫ プログラムの構成は、この例に限らず、必要に応じて柔軟にご検討ください。

ワークショップのプログラムと到達目標の例

STEP4 意見交換・質疑 30分

STEP4 意見交換・質疑 30分

デザイン経営コンパスに記入のみ
＊１社で実施する場合など

デザイン経営についての解説や参加
者同士の共有を行う

参加者の対話を促し、社内の相互理
解や具体的な取組内容の検討を行う

60分コース 120分コース 240分コース

⚫ 経営者と社員の間で問題意識
や課題の相互理解が深まる

⚫ デザイン経営を推進するため
の取組が具体的になる

⚫ デザイン経営についての理解
が深まる

⚫ 今後の取組について、いくつ
か案が生まれている

⚫ デザイン経営の取組について
大まかにイメージが掴める

STEP1 現状把握 15分

STEP2 深掘り・発散 25分

STEP1 現状把握 20分

STEP2 深掘り・発散 30分

STEP3 活動検討 20分

STEP0 主旨説明

               自己紹介など
20分

STEP3 活動検討 20分

STEP0 主旨説明

               自己紹介など
20分

STEP1 現状把握 15分

対話と課題整理 20分

STEP2 深掘り・発散

情報収集

意見交換・発散

30分

35分

60分

プ
ロ
グ
ラ
ム

到
達
目
標

STEP0 主旨説明 10分

＊途中、10分間程度の休憩を挟みます。
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３－１．①60分コース
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「デザイン経営コンパス」ワークショップ

ワークショップ進行用スライド

20XX.XX.XX
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ワークショップ進行用スライド

1.「デザイン経営コンパス」ワークショップの目的

「デザイン経営コンパス」ワークショップは、

デザイン経営の視点から

 自社の「伸びしろ」を知り、

 実践に向けて自社が考えるべきポイントを探り、

取り組むべき具体的なアクションを考える

ことを目的としています。

□

□

□
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ワークショップ進行用スライド

⚫ このワークショップでは、「デザイン経営コンパス」というツールを活用します。

⚫ このツールは、いくつかのワークシートで構成されており、各シートの「問い」に

回答することで、現状を見える化したり、取組の方向性を検討したりすることがで

きます。

⚫ このツールは、１度のワークでデザイン経営の方向性や具体的な取組を導くもので

はありません。定期的なワークによって、社員や支援者との対話を繰り返しながら

発展させていただくことをおすすめします。

＜ワークシートの例＞

2.「デザイン経営コンパス」について
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ワークショップ進行用スライド

ワークショップは、以下の3ステップに沿って進めていきます。

所要時間は約60分です。

3.「デザイン経営コンパス」ワークショップの流れ

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：15分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：25分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：10分



15

4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義

ワークショップ進行用スライド

⚫ 近年、社会課題の複雑化や新技術の登場、国内の市場・労働力の縮小、そして

人々の価値観・行動の変容など、企業を取り巻く環境は大きく変化しています。

（この5～10年で皆さんの周りにはどんな変化があったでしょうか？）

⚫ こうした変化の荒波を前向きに乗り越えていく上で、徹底して「人間」に向き

合い、企業のブランド力とイノベーション力を向上させる経営手法である「デ

ザイン経営」の重要性が高まっています。

⚫ 「デザイン経営」は、以下の図のように、「人格形成」を軸にした「文化醸

成」と「価値創造」の３つのデザインの好循環によって実現するものです。

＜デザイン経営の好循環モデル＞



16

4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義（補足）

仲間に向き合う

「文化醸成」
自己・自社に向き合う

「人格形成」
顧客・社会に向き合う

「価値創造」求
め
ら
れ
る

デ
ザ
イ
ン

自社の想いや自社らしさを
社内外に伝え、共感と共創の

土壌を形成する営み

自社の想いや自社らしさを
明確にし、未来の自社の姿を

構想する営み

自社の想いや自社らしさと
顧客や社会のニーズを基に、
魅力ある事業を創出する営み

顧客や取引先、従業員や
求職者からの共感・支持
の獲得。

自社らしさや長期ビジョ
ンなどの経営の根本的な
軸の見つめ直し。

価格競争やOEMからの
脱却による利益率の向上。
収益の獲得。

社会や産業構造の大きな変化

（社会課題の複雑化、新技術の登場、市場・労働力の縮小、価値観の変化など）

背

景

課

題

⚫ デザイン経営における「３つのデザイン（人格形成、文化醸成、価値創造）」

は、企業を取り巻く環境の変化の中で直面する課題に対応する営みです。
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＜９つのデザインアクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ②実践：デザインアクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営を実践するための最初の手がかりとなるのは、人格形成・文化醸

成・価値創造に対応する「９つのデザインアクション」です。

⚫ これらのアクションは、企業の実践から学んだものです。

⚫ どんな企業でも何かしらのアクションに取り組んでいるはずですが、自社の取

組について意識的に考えてみたことはあるでしょうか？

文化醸成 人格形成 価値創造

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜６つの知財アクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ③実践：知財アクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営は、“自社固有の経営資源”としての知的財産を幅広く生かす活動

（知財アクション）によってさらに推進することができます。

自社らしさを深掘りする

例：自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、
独自の強みや自社らしさを深掘りする。

自社らしさを形にする

例：自社らしさが表れた知財、自社の誇りと
なる知財を権利化し、確かな形にする。

自社ならではの
価値を守る

例：個々の製品・サービ
スに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿に
よって、独自性を守る。

自社ならではの
価値をつくる

例：他社の知財権の把握
や、自社の知財の活用に
よって、独自の製品・
サービス・事業を開発す
る。

信頼・関係性を
築く

例：取得した知財権で協
業先や顧客からの信頼を
得て、事業機会を生み出
す。

意欲・能力を
向上させる

例：知財の創出や知財権
の取得に貢献した社員を
適切に評価することで意
欲・能力を向上させる。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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4.「デザイン経営」とは？ ④期待される効果

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営の実践は、企業ブランドの構築やイノベーションの創出など、さ

まざまな効果をもたらし、企業の持続力の向上や成長に寄与します。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜デザイン経営による効果＞

出典：中小企業庁「2022年版中小企業白書」

ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑤グラフで見る効果

⚫ デザイン経営が定着している中小企業が回答した「デザイン経営による効果」

を見ると、企業ブランドの構築やイノベーションの創出、ビジョンの明確化の

ほか、従業員の愛着心や顧客志向の向上など、さまざまな効果が確認できます。
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ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑥中小企業などの取組事例

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』

⚫ 特許庁が発行した『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２』では、中

小企業による実践事例と支援機関・企業による支援事例を紹介しています。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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ワークショップ進行用スライド

5. タイムスケジュール（例）

0:00～0:05［STEP 0］前段説明＆概要（本ツールの活用意義）

0:05～0:20［STEP 1］ 現状把握

0:20～0:45［STEP 2］ 深掘り・発散

0:45～0:55［STEP 3］ 活動検討

0:55～1:00  クロージング＆質疑

「現状把握のための問い」に選択回答し、レーダーチャートで現場を把握

STEP1の結果を踏まえ、「深掘り・発散のための問い」に文章で回答

STEP1・2を振り返り、これから取り組むべきアクションを検討
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ワークショップ進行用スライド

「問い」に主語が記載されていない場合は、

「自社で働く方々全員（経営陣、社員、準社員等）」を想定」したもの

として捉えてください。

自分に求められている「正しい答えはなにか」と考えるのではなく、

   自分の思っていることや本音を書き込んでみてください。

 （結果の良し悪しでもなく、他人に評価される成績表でもありません。）

答えられない部分、書けない部分があっても気にする必要はありません。

   書けるところ、答えやすいところから取り組んで大丈夫です。

6. たくさんの気づきを得るためのコツ

以下を意識しながらワークに取り組むことで、

より多くの気づきを得ることにつながります。
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ワークショップ進行用スライド

では、

いよいよワークです！  
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ワークショップ進行用スライド

「現状把握のための問い」に選択回答し、

レーダーチャートで自社の現状を把握していきます。

STEP 1 現状把握

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：15分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：25分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：10分
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STEP 1 「現状把握」シートで傾向を捉える

STEP1-1のシートに記載された「問い」に回答（4段階評価）しましょう。

その上で、STEP1-2 を用いてレーダーチャート化しましょう。（目安時間：10分）

ワークショップ進行用スライド

STEP1-1 現状把握（確認） STEP1-2 現状把握（可視化）
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ワークショップ進行用スライド

⚫ レーダーチャートからどのような傾向が読み取れますか？

⚫ その背景にあるのは何でしょうか？

STEP1-2のレーダーチャートを以下のような観点に留意しながら、グループ内で共

有しましょう。なお、時間内に回答を出す必要はありません。（目安時間：5分）

同じ会社の異なる立場同士で共有する場合

⚫ 共通点や違いはどこにありますか？

⚫ その違いの背景にあるのは何でしょうか？

異なる会社のグループメンバーで共有する場合

STEP 1-3 自社の現状について共有する
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ワークショップ進行用スライド

STEP1 の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」に文章や言葉で回答していきます。

STEP 2 深堀り・発散

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：25分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：15分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：10分
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ワークショップ進行用スライド

STEP 2 「深堀り・発散」シートで言語化する
深掘り・発散したい項目のワークシートを選択し、

記載されている「問い」に向き合いながら、あなたの想いや考え、アイデアを

本音で／自由に書いてみましょう（目安：25分）



30
ワークショップ進行用スライド

STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべきアクションを検討します。

STEP 3 活動検討

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：10分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：15分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：25分
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3 具体的な活動を検討する

チャレンジしたい項目（人格形成／価値創造／文化醸成）のワークシートを選択し、

STEP 2で書き出した内容をより具体化してみましょう。（目安：10分）
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デザインアクション検討のヒント 知財アクション検討のヒント

人格形成

 創業時の問題意識や背景、会社の歴史を編纂し、譲れない価
値観、個性を見つめ直す。

 顧客や取引先、地域の声に対するインタビューを行い、自社
が社会に貢献できることについて深掘りする。

 デザイナーなどと連携し、顧客や社会の変化を検討した上で、
自社が将来に目指す姿を想像し、言語化、可視化する。

 自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、自社の独自性や         
自社らしさを深掘りする。

 自社らしさが表れた知財、自社の誇りとなる知財を権利化し、
確かな形にする。

価値創造

 顧客の視点で自社が提供しているモノ・コトを見つめ直す。
人々の価値観や行動、社会のニーズの変化に敏感でいる。

 実験を推奨し、たくさんの試作をつくる。顧客や専門家に試
作品を評価してもらう機会をつくり、その価値を確かめる。

 顧客の喜びや満足、感動を追求する。製品だけでなく、    
顧客とのさまざまな接点と一連の体験に気を配る。

 他社の知財権の把握や、自社の知財の活用によって、            
独自の製品・サービスを開発する。

 個々の製品・サービスに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿によって、独自性を守る。

文化醸成

 自社の想いを物語や目に見える形にして社内外に発信し、  
共感を生み出す。

 社員の挑戦する意欲や能力、前向きな行動を引き出すため、
行動の指針や評価の仕組みをつくる。

 自社にはない多様な知見をもった外部人材と                     
コラボレーションするための機会をつくる。

 知財の創出や知財権の取得に貢献した社員を適切に評価する
ことで意欲・能力を向上させる。

 取得した知財権で協業先や顧客からの信頼を得て、
事業機会を生み出す。

ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討のヒント（参考資料）
STEP 1～2 のワークで絞り込んだ課題を解決する具体的な活動の方向性を検討する

ためのヒントです。
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討（参考資料）
デザイン経営の３つの要素（人格形成・文化醸成・価値創造）に対応するデザイ

ンアクションと知財アクションを一覧で記入できるワークシートもあります。
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討（参考資料）

「経営デザインシート」の詳細は、

以下のリンク先をご覧ください。

■内閣府「経営をデザインする」

■日本知財学会経営デザイン分科会

※内閣府「経営デザインシート（簡易版）」を基に作成

内閣府が公表した「経営デザインシート」は、将来を構想するための思考補助ツー

ルです。

シートに記入していくことで言語化されていく将来構想は、後継者や従業員、金融

機関や支援機関など社内外の多くのステークホルダーとの対話ツールにもなります。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html
https://www.ipaj.org/bunkakai/keiei_design/index.html
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財について調べたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財支援を受けたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
https://chizai-portal.inpit.go.jp/
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おつかれさまでした！

ワークショップ進行用スライド

定期的・継続的に
コンパスを活用

他の経営陣や従業員と
コンパスで対話

おすすめしたい今後のアクション
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３－２．②120分コース
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「デザイン経営コンパス」ワークショップ

ワークショップ進行用スライド

20XX.XX.XX
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ワークショップ進行用スライド

1.「デザイン経営コンパス」ワークショップの目的

「デザイン経営コンパス」ワークショップは、

デザイン経営の視点から

 自社の「伸びしろ」を知り、

 実践に向けて自社が考えるべきポイントを探り、

取り組むべき具体的なアクションを考える

ことを目的としています。

□

□

□
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ワークショップ進行用スライド

⚫ このワークショップでは、「デザイン経営コンパス」というツールを活用します。

⚫ このツールは、いくつかのワークシートで構成されており、各シートの「問い」に

回答することで、現状を見える化したり、取組の方向性を検討したりすることがで

きます。

⚫ このツールは、１度のワークでデザイン経営の方向性や具体的な取組を導くもので

はありません。定期的なワークによって、社員や支援者との対話を繰り返しながら

発展させていただくことをおすすめします。

＜ワークシートの例＞

2.「デザイン経営コンパス」について
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ワークショップ進行用スライド

ワークショップは、以下の3ステップに沿って進めていきます。

所要時間は約120分です。

3.「デザイン経営コンパス」ワークショップの流れ

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：20分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：30分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：20分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義

ワークショップ進行用スライド

⚫ 近年、社会課題の複雑化や新技術の登場、国内の市場・労働力の縮小、そして

人々の価値観・行動の変容など、企業を取り巻く環境は大きく変化しています。

（この5～10年で皆さんの周りにはどんな変化があったでしょうか？）

⚫ こうした変化の荒波を前向きに乗り越えていく上で、徹底して「人間」に向き

合い、企業のブランド力とイノベーション力を向上させる経営手法である「デ

ザイン経営」の重要性が高まっています。

⚫ 「デザイン経営」は、以下の図のように、「人格形成」を軸にした「文化醸

成」と「価値創造」の３つのデザインの好循環によって実現するものです。

＜デザイン経営の好循環モデル＞
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4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義（補足）

仲間に向き合う

「文化醸成」
自己・自社に向き合う

「人格形成」
顧客・社会に向き合う

「価値創造」求
め
ら
れ
る

デ
ザ
イ
ン

自社の想いや自社らしさを
社内外に伝え、共感と共創の

土壌を形成する営み

自社の想いや自社らしさを
明確にし、未来の自社の姿を

構想する営み

自社の想いや自社らしさと
顧客や社会のニーズを基に、
魅力ある事業を創出する営み

顧客や取引先、従業員や
求職者からの共感・支持
の獲得。

自社らしさや長期ビジョ
ンなどの経営の根本的な
軸の見つめ直し。

価格競争やOEMからの
脱却による利益率の向上。
収益の獲得。

社会や産業構造の大きな変化

（社会課題の複雑化、新技術の登場、市場・労働力の縮小、価値観の変化など）

背

景

課

題

⚫ デザイン経営における「３つのデザイン（人格形成、文化醸成、価値創造）」

は、企業を取り巻く環境の変化の中で直面する課題に対応する営みです。
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＜９つのデザインアクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ②実践：デザインアクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営を実践するための最初の手がかりとなるのは、人格形成・文化醸

成・価値創造に対応する「９つのデザインアクション」です。

⚫ これらのアクションは、企業の実践から学んだものです。

⚫ どんな企業でも何かしらのアクションに取り組んでいるはずですが、自社の取

組について意識的に考えてみたことはあるでしょうか？

文化醸成 人格形成 価値創造

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜６つの知財アクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ③実践：知財アクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営は、“自社固有の経営資源”としての知的財産を幅広く生かす活動

（知財アクション）によってさらに推進することができます。

自社らしさを深掘りする

例：自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、
独自の強みや自社らしさを深掘りする。

自社らしさを形にする

例：自社らしさが表れた知財、自社の誇りと
なる知財を権利化し、確かな形にする。

自社ならではの
価値を守る

例：個々の製品・サービ
スに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿に
よって、独自性を守る。

自社ならではの
価値をつくる

例：他社の知財権の把握
や、自社の知財の活用に
よって、独自の製品・
サービス・事業を開発す
る。

信頼・関係性を
築く

例：取得した知財権で協
業先や顧客からの信頼を
得て、事業機会を生み出
す。

意欲・能力を
向上させる

例：知財の創出や知財権
の取得に貢献した社員を
適切に評価することで意
欲・能力を向上させる。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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4.「デザイン経営」とは？ ④期待される効果

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営の実践は、企業ブランドの構築やイノベーションの創出など、さ

まざまな効果をもたらし、企業の持続力の向上や成長に寄与します。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜デザイン経営による効果＞

出典：中小企業庁「2022年版中小企業白書」

ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑤グラフで見る効果

⚫ デザイン経営が定着している中小企業が回答した「デザイン経営による効果」

を見ると、企業ブランドの構築やイノベーションの創出、ビジョンの明確化の

ほか、従業員の愛着心や顧客志向の向上など、さまざまな効果が確認できま

す。
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ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑥中小企業などの取組事例

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』

⚫ 特許庁が発行した『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２』では、中

小企業による実践事例と支援機関・企業による支援事例を紹介しています。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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ワークショップ進行用スライド

5. タイムスケジュール（例）

0:00～0:10［STEP 0］前段説明＆概要（本ツールの活用意義）

0:10～0:20  参加者自己紹介

0:20～0:40［STEP 1］ 現状把握

0:40～1:10［STEP 2］ 深掘り・発散

1:10～1:30［STEP 3］ 活動検討

1:30～1:50  参加者同士での発表と意見交換

1:50～2:00  クロージング＆質疑

「現状把握のための問い」に選択回答し、レーダーチャートで現場を把握

STEP1の結果を踏まえ、「深掘り・発散のための問い」に文章で回答

STEP1・2を振り返り、これから取り組むべきアクションを検討
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ワークショップ進行用スライド

「問い」に主語が記載されていない場合は、

「自社で働く方々全員（経営陣、社員、準社員等）」を想定」したもの

として捉えてください。

自分に求められている「正しい答えはなにか」と考えるのではなく、

   自分の思っていることや本音を書き込んでみてください。

 （結果の良し悪しでもなく、他人に評価される成績表でもありません。）

答えられない部分、書けない部分があっても気にする必要はありません。

   書けるところ、答えやすいところから取り組んで大丈夫です。

6. たくさんの気づきを得るためのコツ

以下を意識しながらワークに取り組むことで、

より多くの気づきを得ることにつながります。
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ワークショップ進行用スライド

自己紹介をしましょう

❶ 所属企業（あるいは所属部署）とお名前

❷ 事業内容（あるいは日頃の仕事内容）

❸ 参加するにあたっての意気込みや問題意識

ワークショップを開始するにあたって、

１人１分程度で、簡単に自己紹介をお願いします。

今日、参加される皆さんは共にデザイン経営に取り組む仲間です。

異なる組織、立場だからこその自分にはない考え方や視点から

学び合いましょう。
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ワークショップ進行用スライド

では、

いよいよワークです！  
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ワークショップ進行用スライド

「現状把握のための問い」に選択回答し、

レーダーチャートで自社の現状を把握していきます。

STEP 1 現状把握

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：20分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：30分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：20分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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STEP 1 「現状把握」シートで傾向を捉える

STEP1-1のシートに記載された「問い」に回答（4段階評価）しましょう。

その上で、STEP1-2 を用いてレーダーチャート化しましょう。（目安時間：15分）

ワークショップ進行用スライド

STEP1-1 現状把握（確認） STEP1-2 現状把握（可視化）
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ワークショップ進行用スライド

⚫ レーダーチャートからどのような傾向が読み取れますか？

⚫ その背景にあるのは何でしょうか？

STEP1-2のレーダーチャートを以下のような観点に留意しながら、グループ内で共

有しましょう。なお、時間内に回答を出す必要はありません。（目安時間：５分）

同じ会社の異なる立場同士で共有する場合

⚫ 共通点や違いはどこにありますか？

⚫ その違いの背景にあるのは何でしょうか？

異なる会社のグループメンバーで共有する場合

STEP 1-3 自社の現状について共有する
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ワークショップ進行用スライド

STEP1 の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」に文章や言葉で回答していきます。

STEP 2 深堀り・発散

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：30分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：20分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：20分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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ワークショップ進行用スライド

STEP 2 「深堀り・発散」シートで言語化する
深掘り・発散したい項目のワークシートを選択し、

記載されている「問い」に向き合いながら、あなたの想いや考え、アイデアを

本音で／自由に書いてみましょう（目安：30分）
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ワークショップ進行用スライド

STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべきアクションを検討します。

STEP 3 活動検討

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：20分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：20分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：30分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3-1 具体的な活動を検討する
チャレンジしたい項目（人格形成／価値創造／文化醸成）のワークシートを選択し、

STEP 2で書き出した内容をより具体化してみましょう。（目安：20分）

（必要に応じて、次ページの「アクション検討のヒント」や「中小企業のためのデ

ザイン経営ハンドブック２ 」の事例を参考にしてみましょう。）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
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デザインアクション検討のヒント 知財アクション検討のヒント

人格形成

 創業時の問題意識や背景、会社の歴史を編纂し、譲れない価
値観、個性を見つめ直す。

 顧客や取引先、地域の声に対するインタビューを行い、自社
が社会に貢献できることについて深掘りする。

 デザイナーなどと連携し、顧客や社会の変化を検討した上で、
自社が将来に目指す姿を想像し、言語化、可視化する。

 自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、自社の独自性や         
自社らしさを深掘りする。

 自社らしさが表れた知財、自社の誇りとなる知財を権利化し、
確かな形にする。

価値創造

 顧客の視点で自社が提供しているモノ・コトを見つめ直す。
人々の価値観や行動、社会のニーズの変化に敏感でいる。

 実験を推奨し、たくさんの試作をつくる。顧客や専門家に試
作品を評価してもらう機会をつくり、その価値を確かめる。

 顧客の喜びや満足、感動を追求する。製品だけでなく、    
顧客とのさまざまな接点と一連の体験に気を配る。

 他社の知財権の把握や、自社の知財の活用によって、            
独自の製品・サービスを開発する。

 個々の製品・サービスに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿によって、独自性を守る。

文化醸成

 自社の想いを物語や目に見える形にして社内外に発信し、  
共感を生み出す。

 社員の挑戦する意欲や能力、前向きな行動を引き出すため、
行動の指針や評価の仕組みをつくる。

 自社にはない多様な知見をもった外部人材と                     
コラボレーションするための機会をつくる。

 知財の創出や知財権の取得に貢献した社員を適切に評価する
ことで意欲・能力を向上させる。

 取得した知財権で協業先や顧客からの信頼を得て、
事業機会を生み出す。

ワークショップ進行用スライド

STEP 3-1 活動検討のヒント（参考資料）
STEP 1～2 のワークで絞り込んだ課題を解決する具体的な活動の方向性を検討する

ためのヒントです。
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ワークショップ進行用スライド

⚫ どのような問題意識で、どの領域（人格形成／文化醸成／価値創造）
から、どのようななアクションに取り組みますか？

ここまでの検討結果をもとに、自社の今後の活動について一人ずつ宣言をします。

その後、時間の許す限り、他の参加者の発表に対するアドバイスや参考になった点

についてコメントをし合いましょう。（目安時間：20分）

他の参加者の発表にアドバイスやフィードバックをする際のポイント

⚫ 他の参加者にとって関連しそうな／参考となりそうな自社の取組につ
いて共有できることはありますか？

⚫ 他の参加者の発表で自社も取り入れたいと思ったことはどのようなこ
とですか？

発表する際のポイント

STEP 3-2 活動検討の結果を共有する



63
ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討（参考資料）
デザイン経営の３つの要素（人格形成・文化醸成・価値創造）に対応するデザイ

ンアクションと知財アクションを一覧で記入できるワークシートもあります。
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討（参考資料）

「経営デザインシート」の詳細は、

以下のリンク先をご覧ください。

■内閣府「経営をデザインする」

■日本知財学会経営デザイン分科会

※内閣府「経営デザインシート（簡易版）」を基に作成

内閣府が公表した「経営デザインシート」は、将来を構想するための思考補助ツー

ルです。

シートに記入していくことで言語化されていく将来構想は、後継者や従業員、金融

機関や支援機関など社内外の多くのステークホルダーとの対話ツールにもなりま

す。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html
https://www.ipaj.org/bunkakai/keiei_design/index.html
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財について調べたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財支援を受けたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
https://chizai-portal.inpit.go.jp/
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ワークショップ進行用スライド

おつかれさまでした！

定期的・継続的に
コンパスを活用

他の経営陣や従業員と
コンパスで対話

おすすめしたい今後のアクション



68

３－３．③240分コース
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「デザイン経営コンパス」ワークショップ

ワークショップ進行用スライド

20XX.XX.XX
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ワークショップ進行用スライド

1.「デザイン経営コンパス」ワークショップの目的

「デザイン経営コンパス」ワークショップは、

デザイン経営の視点から

 自社の「伸びしろ」を知り、

 実践に向けて自社が考えるべきポイントを探り、

取り組むべき具体的なアクションを考える

ことを目的としています。

□

□

□
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ワークショップ進行用スライド

⚫ このワークショップでは、「デザイン経営コンパス」というツールを活用します。

⚫ このツールは、いくつかのワークシートで構成されており、各シートの「問い」に

回答することで、現状を見える化したり、取組の方向性を検討したりすることがで

きます。

⚫ このツールは、１度のワークでデザイン経営の方向性や具体的な取組を導くもので

はありません。定期的なワークによって、社員や支援者との対話を繰り返しながら

発展させていただくことをおすすめします。

＜ワークシートの例＞

2.「デザイン経営コンパス」について
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ワークショップ進行用スライド

ワークショップは、以下の3ステップに沿って進めていきます。

所要時間は約240分です。

3.「デザイン経営コンパス」ワークショップの流れ

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：40分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：90分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：50分

全
体
発
表
・
意
見
交
換



73

4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義

ワークショップ進行用スライド

⚫ 近年、社会課題の複雑化や新技術の登場、国内の市場・労働力の縮小、そして

人々の価値観・行動の変容など、企業を取り巻く環境は大きく変化していま

す。（この5～10年で皆さんの周りにはどんな変化があったでしょうか？）

⚫ こうした変化の荒波を前向きに乗り越えていく上で、徹底して「人間」に向き

合い、企業のブランド力とイノベーション力を向上させる経営手法である「デ

ザイン経営」の重要性が高まっています。

⚫ 「デザイン経営」は、以下の図のように、「人格形成」を軸にした「文化醸

成」と「価値創造」の３つのデザインの好循環によって実現するものです。

＜デザイン経営の好循環モデル＞
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4.「デザイン経営」とは？ ①取り組む意義（補足）

仲間に向き合う

「文化醸成」
自己・自社に向き合う

「人格形成」
顧客・社会に向き合う

「価値創造」求
め
ら
れ
る

デ
ザ
イ
ン

自社の想いや自社らしさを
社内外に伝え、共感と共創の

土壌を形成する営み

自社の想いや自社らしさを
明確にし、未来の自社の姿を

構想する営み

自社の想いや自社らしさと
顧客や社会のニーズを基に、
魅力ある事業を創出する営み

顧客や取引先、従業員や
求職者からの共感・支持
の獲得。

自社らしさや長期ビジョ
ンなどの経営の根本的な
軸の見つめ直し。

価格競争やOEMからの
脱却による利益率の向
上。収益の獲得。

社会や産業構造の大きな変化

（社会課題の複雑化、新技術の登場、市場・労働力の縮小、価値観の変化など）

背

景

課

題

⚫ デザイン経営における「３つのデザイン（人格形成、文化醸成、価値創造）」

は、企業を取り巻く環境の変化の中で直面する課題に対応する営みです。
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＜９つのデザインアクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ②実践：デザインアクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営を実践するための最初の手がかりとなるのは、人格形成・文化醸

成・価値創造に対応する「９つのデザインアクション」です。

⚫ これらのアクションは、企業の実践から学んだものです。

⚫ どんな企業でも何かしらのアクションに取り組んでいるはずですが、自社の取

組について意識的に考えてみたことはあるでしょうか？

文化醸成 人格形成 価値創造

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜６つの知財アクション＞

4.「デザイン経営」とは？ ③実践：知財アクション

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営は、“自社固有の経営資源”としての知的財産を幅広く生かす活動

（知財アクション）によってさらに推進することができます。

自社らしさを深掘りする

例：自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、
独自の強みや自社らしさを深掘りする。

自社らしさを形にする

例：自社らしさが表れた知財、自社の誇りと
なる知財を権利化し、確かな形にする。

自社ならではの
価値を守る

例：個々の製品・サービ
スに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿に
よって、独自性を守る。

自社ならではの
価値をつくる

例：他社の知財権の把握
や、自社の知財の活用に
よって、独自の製品・
サービス・事業を開発す
る。

信頼・関係性を
築く

例：取得した知財権で協
業先や顧客からの信頼を
得て、事業機会を生み出
す。

意欲・能力を
向上させる

例：知財の創出や知財権
の取得に貢献した社員を
適切に評価することで意
欲・能力を向上させる。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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4.「デザイン経営」とは？ ④期待される効果

ワークショップ進行用スライド

⚫ デザイン経営の実践は、企業ブランドの構築やイノベーションの創出など、さ

まざまな効果をもたらし、企業の持続力の向上や成長に寄与します。

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』
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＜デザイン経営による効果＞

出典：中小企業庁「2022年版中小企業白書」

ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑤グラフで見る効果

⚫ デザイン経営が定着している中小企業が回答した「デザイン経営による効果」

を見ると、企業ブランドの構築やイノベーションの創出、ビジョンの明確化の

ほか、従業員の愛着心や顧客志向の向上など、さまざまな効果が確認できます。
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ワークショップ進行用スライド

4.「デザイン経営」とは？ ⑥中小企業などの取組事例

出典：特許庁『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２ ～未来をひらくデザイン経営×知財～』

⚫ 特許庁が発行した『中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２』では、中

小企業による実践事例と支援機関・企業による支援事例を紹介しています。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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ワークショップ進行用スライド

5. タイムスケジュール（例）

0:00～0:10［STEP 0］前段説明＆概要（本ツールの活用意義）

0:10～0:20  参加者自己紹介

0:20～0:55［STEP 1］ 現状把握

0:55～3:10［STEP 2］ 深掘り・発散

3:10～3:30［STEP 3］ 活動検討

3:30～3:50  参加者同士での発表と意見交換

3:50～4:00  クロージング＆質疑

「現状把握のための問い」に選択回答し、レーダーチャートで現状を把握

STEP1の結果を踏まえ、「深掘り・発散のための問い」に文章で回答
＊途中10〜15分間の休憩

STEP1・2を振り返り、これから取り組むべきアクションを検討
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ワークショップ進行用スライド

「問い」に主語が記載されていない場合は、

「自社で働く方々全員（経営陣、社員、準社員等）」を想定」したもの

として捉えてください。

自分に求められている「正しい答えはなにか」と考えるのではなく、

   自分の思っていることや本音を書き込んでみてください。

 （結果の良し悪しでもなく、他人に評価される成績表でもありません。）

答えられない部分、書けない部分があっても気にする必要はありません。

   書けるところ、答えやすいところから取り組んで大丈夫です。

6. たくさんの気づきを得るためのコツ

以下を意識しながらワークに取り組むことで、

より多くの気づきを得ることにつながります。
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ワークショップ進行用スライド

自己紹介をしましょう

❶ 所属企業（あるいは所属部署）とお名前

❷ 事業内容（あるいは日頃の仕事内容）

❸ 参加するにあたっての意気込みや問題意識

ワークショップを開始するにあたって、

１人１分程度で、簡単に自己紹介をお願いします。

今日、参加される皆さんは共にデザイン経営に取り組む仲間です。

異なる組織、立場だからこその自分にはない考え方や視点から

学び合いましょう。
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ワークショップ進行用スライド

では、

いよいよワークです！  
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ワークショップ進行用スライド

「現状把握のための問い」に選択回答し、

レーダーチャートで自社の現状を把握していきます。

STEP 1 現状把握

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：40分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：90分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：50分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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STEP 1 「現状把握」シートで傾向を捉える

STEP1-1のシートに記載された「問い」に回答（4段階評価）しましょう。

その上で、STEP1-2 を用いてレーダーチャート化しましょう。（目安時間：15分）

ワークショップ進行用スライド

STEP1-1 現状把握（確認） STEP1-2 現状把握（可視化）
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ワークショップ進行用スライド

⚫ レーダーチャートからどのような傾向が読み取れますか？

⚫ その背景にあるのは何でしょうか？

STEP1-2のレーダーチャートを以下のような観点に留意しながら、グループ内で共

有しましょう。なお、時間内に回答を出す必要はありません。（目安時間：10分）

同じ会社の異なる立場同士で共有する場合

⚫ 共通点や違いはどこにありますか？

⚫ その違いの背景にあるのは何でしょうか？

異なる会社のグループメンバーで共有する場合

STEP1-3 自社の現状について共有する
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ワークショップ進行用スライド

現状把握と対話を踏まえて、これからデザイン経営に取り組むにあたっての自社の

課題を整理しましょう（目安時間：10分）

＊「STEP1-3 現状把握（分析）」シートは、Ａ（社内用）またはB（社外／個人

用）のいずれかを使用してください。

A：社内用
社内の参加者と行う場合

B：社外／個人用
①社外の参加者と行う場合 または ②個人で行う場合

STEP1-3 自社の現状について共有する
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ワークショップ進行用スライド

STEP1 の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」に文章や言葉で回答していきます。

STEP 2 深堀り・発散

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：90分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：40分

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：50分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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デザイン経営における「人格形成」とは？

ワークショップ進行用スライド

価値創造と文化醸成に一貫性を生み、付加価値や競争力・共創力の向上、

ひいては企業の持続力向上をもたらす 会社の軸 をつくる。 
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ワークショップ進行用スライド

STEP 2-1 「人格形成」の内容を掘り下げる
「STEP2 深堀り・発散」のワークシートのうち「人格形成」の３枚を活用します。

記載されている「問い」に向き合い、あなたの想いや考えを書いてみましょう。

（１５分間）
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STEP 2-2 「人格形成」のシートを共有する

人格形成の「深堀り・発散」ワークシートに記載したことを以下の点に留意しなが

ら共有しましょう。（１５分程度）

⚫ どの言葉に自社らしさがよく表れていますか？

⚫ 他の経営陣や社員はどのように感じていると思いますか？

⚫ さらに深掘りをするなら、何を深掘りしたいですか？

同じ会社の異なる立場同士で共有する場合

⚫ 共通項＝自社らしさは何だと思いますか？

⚫ 相違点は何ですか？ その違いからどのような発見・気づきがあります
か？

⚫ さらに深掘りをするなら、何を深掘りしたいですか？

異なる会社のグループメンバーで共有する場合
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ワークショップ進行用スライド

補足：デザイン経営のアクションを多面的に検討する

必ずしも人格形成から始める必要はありません。
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ワークショップ進行用スライド

「ダブルダイヤモンド」
正しい問題を見つけ、正しい解決策を見つける

選択肢

時間経過

探索 定義 展開 提供

発散 収束 発散 収束

問題の
洗い出し

問題の
絞り込み

解決策の
洗い出し

解決策の
絞り込み

補足：デザイン経営のアクションの多面的な検討のために
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❶ 「中小企業のためのデザイン経営ハンドブック２」の事例パート（P9以降）を読

み込みながら、参考にしたい取り組みを付箋に記載しましょう。（20分程度）

❷ お互いに書き出した付箋を共有しましょう。共有する際には、他の人にとっても

参考となるように、どのような点が参考になると感じたのかについても共有しま

す。（15分程度）

経営理念を
商標化

世界でも
前例のない
製品開発

付箋への記載イメージ

クレド（行動
指針）を日々

確認

人格形成・価値創造・文化醸成の区分を気にせず、
付箋１枚につき、１取り組みで記載しましょう

STEP 2-3 発散のために情報収集する

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
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休憩
＊実際の進行に応じて、タイミングを調整してください

95
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STEP 2-4 実践アイデアを出し合う
⚫ STEP2 深掘り・発散シートを活用しながら、デザイン経営の取組についてアイデアの発散を

行います。（合計60分間程度）

⚫ アイデアを出してもらうテーマオーナーを入れ替えながら、アイデアを出し合います。

⚫ STEP3で活動するアイデアを絞り込みます。この段階では自由な発想で、アイデアの数にこ

だわりながら、発散し合います。

⚫ テーマオーナーは、メンバーから出たアイデアを深掘りシートや付箋にメモをします。

９つの項目について幅広く検討 テーマオーナーを入れ替えながらアイデア出し

【３人グループの場合】

１人に対して２人で
２０分間×３セットの
アイデア出しを実施

【４人グループの場合】

１人に対して３人で
１５分間×４セットの
アイデア出しを実施

A
さん

C
さん

B
さん

A
さん

B
さん

D
さん

C
さん
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ワークショップ進行用スライド

STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべきアクションを検討します。

STEP 3 活動検討

STEP 3

活動検討
STEP1、2を振り返り、

これから取り組むべき

アクションを検討

目安時間：50分

STEP 1

現状把握
「現状把握のための問い」に

選択回答し、レーダーチャート

で現状を把握

目安時間：40分

STEP 2

深掘り・発散
STEP1の結果を踏まえ、

「深掘り・発散のための問い」

に文章で回答

目安時間：90分

全
体
発
表
・
意
見
交
換
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STEP 3-1 具体的な活動を検討する
チャレンジしたい項目（人格形成／価値創造／文化醸成）のワークシートを選択し、

STEP 2で書き出した内容をより具体化してみましょう。（目安：20分）

（必要に応じて、次ページの「アクション検討のヒント」や「中小企業のためのデ

ザイン経営ハンドブック２ 」の事例を参考にしてみましょう。）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/compass.html
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デザインアクション検討のヒント 知財アクション検討のヒント

人格形成

 創業時の問題意識や背景、会社の歴史を編纂し、譲れない価
値観、個性を見つめ直す。

 顧客や取引先、地域の声に対するインタビューを行い、自社
が社会に貢献できることについて深掘りする。

 デザイナーなどと連携し、顧客や社会の変化を検討した上で、
自社が将来に目指す姿を想像し、言語化、可視化する。

 自社の知財を幅広く発掘・棚卸しして、自社の独自性や         
自社らしさを深掘りする。

 自社らしさが表れた知財、自社の誇りとなる知財を権利化し、
確かな形にする。

価値創造

 顧客の視点で自社が提供しているモノ・コトを見つめ直す。
人々の価値観や行動、社会のニーズの変化に敏感でいる。

 実験を推奨し、たくさんの試作をつくる。顧客や専門家に試
作品を評価してもらう機会をつくり、その価値を確かめる。

 顧客の喜びや満足、感動を追求する。製品だけでなく、    
顧客とのさまざまな接点と一連の体験に気を配る。

 他社の知財権の把握や、自社の知財の活用によって、            
独自の製品・サービスを開発する。

 個々の製品・サービスに関する知財の保護や
ノウハウなどの秘匿によって、独自性を守る。

文化醸成

 自社の想いを物語や目に見える形にして社内外に発信し、  
共感を生み出す。

 社員の挑戦する意欲や能力、前向きな行動を引き出すため、
行動の指針や評価の仕組みをつくる。

 自社にはない多様な知見をもった外部人材と                     
コラボレーションするための機会をつくる。

 知財の創出や知財権の取得に貢献した社員を適切に評価する
ことで意欲・能力を向上させる。

 取得した知財権で協業先や顧客からの信頼を得て、
事業機会を生み出す。

ワークショップ進行用スライド

STEP 3-1 活動検討のヒント（参考資料）
STEP 1～2 のワークで絞り込んだ課題を解決する具体的な活動の方向性を検討する

ためのヒントです。
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ワークショップ進行用スライド

⚫ どのような問題意識で、どの領域（人格形成／文化醸成／価値創造）
から、どのようななアクションに取り組みますか？

ここまでの検討結果をもとに、自社の今後の活動について一人ずつ宣言をします。

その後、時間の許す限り、他の参加者の発表に対するアドバイスや参考になった点

についてコメントをし合いましょう。 （目安時間：20分）

他の参加者の発表にアドバイスやフィードバックをする際のポイント

⚫ 他の参加者にとって関連しそうな／参考となりそうな自社の取組につ
いて共有できることはありますか？

⚫ 他の参加者の発表で自社も取り入れたいと思ったことはどのようなこ
とですか？

発表する際のポイント

STEP 3-2 活動検討の結果を共有する
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STEP 3 活動検討（参考資料）
デザイン経営の３つの要素（人格形成・文化醸成・価値創造）に対応するデザイ

ンアクションと知財アクションを一覧で記入できるワークシートです。
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ワークショップ進行用スライド

STEP 3 活動検討（参考資料）

「経営デザインシート」の詳細は、

以下のリンク先をご覧ください。

■内閣府「経営をデザインする」

■日本知財学会経営デザイン分科会

※内閣府「経営デザインシート（簡易版）」を基に作成

内閣府が公表した「経営デザインシート」は、将来を構想するための思考補助ツー

ルです。

シートに記入していくことで言語化されていく将来構想は、後継者や従業員、金融

機関や支援機関など社内外の多くのステークホルダーとの対話ツールにもなります。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html
https://www.ipaj.org/bunkakai/keiei_design/index.html
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財について調べたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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ワークショップ進行用スライド

（参考）知財支援を受けたい場合は？

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
https://chizai-portal.inpit.go.jp/
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ワークショップ進行用スライド

おつかれさまでした！

定期的・継続的に
コンパスを活用

他の経営陣や従業員と
コンパスで対話

おすすめしたい今後のアクション
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「デザイン経営コンパス Ver.2 －ワークショップ進行スライド－ 」

2024年7月発行

［発行者］

特許庁

［問い合わせ］

特許庁デザイン経営プロジェクトチーム

PAdesign.project@jpo.go.jp

［特許庁デザイン経営プロジェクト特設ページ］

特許庁はデザイン経営を推進しています。

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei.html
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